
































































































































































326 言 語 と 文 化
れない。また、学びには自己効力感が重要であるが、英語については高校までの学習で「で
きる」「できない」などのラベルを貼っている場合が多い。大学ではじめて学ぶ第２外国
語は自分に新しいラベルを貼りなおす良い機会かもしれない。さらに英語と英語以外の言
語がコラボレーションして新しい学びの可能性を探っていくことも考えられる。
研究会を終えて
講演の最初に、今後事務系職業の多くが人口知能にとって代わられる可能性があるとい
う調査結果が示された。知識基盤社会にとって必要とされるのは、教えられた知識を累積
する能力ではなく、「意味を深く理解し、自らの実体験に基づいて、論理的、創造的に推
論できる力」であるならば、私たち教師の仕事は、そうした能力を身につけた学生を社会
に送り出すことにある。講演により、学生個人の深い理解につながるようなグループワー
ク、インプット（内化）を経てアウトプット（外化）へそしてインプット（内化）への往
還のプロセスを意識した授業の必要性と有効性を理解することができた。学生たちだけで
なく、私たち教える立場にある者も、この研究会で得たインプット（自分のわかったつも
り）を同僚とのコミュニケーションによって外化し、多様な意見を聞きそれを統合する内
化のプロセスを大事にしたい。そうした能力は私たち教師にも求められている。
研究会の最後に開催された懇親会は、穏やかな雰囲気の中で、質疑応答の時間に扱えな
かったテーマについて講演者と参加者が意見交換をする良い機会となった。最後まで精力
的にお話しいただいた講演者の森先生と、この研究会に足を運んでくださった皆さま、遠
方からもご参加いただいた先生方にこの場をかりて感謝を申し上げたい。
 （文責：藤原三枝子）
